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南 極 観 測20周年 特 集 号
南極観測20年をかえ りみて
永 田 武
昭和31年11月8日,'`宗谷"東 京港 より出港。昭和32
年1月29日,画才ングル島にて上陸式を行い,そ の辺 り
一帯の基地建設予定地を 「昭和基地」と命名。今年,昭
和52年はまさに南極観測20周年にあたる。
基地の選定に当って,私 自身,リ ュツォホルム湾の東
海岸域一帯の航空偵察を行った。まつラングボブデを中
心とする区域を第一候補にと考え,そ のまわりをf可度も
飛んでもらったが何 としても地形が悪 く,輸送にもきわ
めて不便な様子なのでここはあきらめることにした。西
オングルと東オングルの西島は氷河で削られた故か地形
が平担で此処なら将来どんな大 きな基地でも建設出来る
と判断 した。西堀副隊長と松本宗谷船長にも空中視察を
してもらった結果両氏も私の判断に賛成 してくれた。こ
うして基地予定地は決ったのであった。昭和32年1月20
Uのことである。この日に,かねてから詳しく検討され
て内定されていた西堀氏を隊長とする11名の越冬隊員予
定者の名簿が公表された。
宗谷は定着氷を砕氷 しながら基地予定地に向って前進
をつづけたが,そ の砕氷能力にも限界があった。1月24
U,厚 さ1.6mの 淡青色の厚氷の縁に到達 してから後
は,こ れ以上前進出米ぬことは明らかになった。そこか
ら先は雪上車による氷上輸送に頼 らざるを得ない。
定着氷上のパ ドル(水溜 り)には,予想 していなかっ
ただけに大変な苦労をさせられた。極端な悲観説が隊員
の間から出て来たほどであった。然 し,当時の私の書き
ものにはこう議 してある。 『宗谷の位置からオングル島
に至る通路をいままでの偵察結果を基 として空中写真地
図の上で詳細に検討 してみたが,私 にはなんとかやれそ
うな気がLて いた』 と。こうして1月29日,雪上軍隊に
よるオングル島上陸が決行されたのであった。
2月15日迄には,居 住棟2,無 線棟1,発 電棟1が 完
成 し,油も ドラム罐220本が運びこまれ,食 糧も十分に
蓄積 されて,第1次 昭和基地が完成したのであった。
第2次隊が西堀氏寺第1次 越冬隊員の引揚げを辛 うじ
て成功 させたのみで,新越冬隊を残せなかった時の恨み
は今も忘れる事が出入ない。
第3次 隊はヘ リコプターによる輸送58便で総量約57ト
ンの資材を昭和基地に搬入 し得ただけであったが,幸 い
に村山氏を隊長とする14名の越冬隊が成立 した。
昭和51年1月,私は17{Fぷりに昭和基地を訪れること
が出来た。最初約200nfであった昭和基地 もいまでは総
面積3,000㎡を越す立派な観測基地に成長 していた。3
棟の居住棟,食 堂棟,娯 楽棟を中心に して,超 高層物
理,環 境科学,地学,気 象,電 離層,ロ ケット打ち上げ
追跡の各研究棟群がそのまわ りを囲んでいる。発電棟,
病院,通信,車 輌修理,工 作等の施設もそれぞれ独立の
棟に次第に整備されて来た。
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それぞれの分野の観測所 としての施設は十分と言える
程完備 して来た。隊員の生活に対する施設もほぼ十分と
言えるであろう。然 し昭和基地を研究所と呼ぶにはまだ
欠けるものがある。研究用図書室,小 型計算機乞含むデ
ータ解析設備等が研究所には是非必要である。事実,昭
和基地の施設改善は今年からその方向に向って進行し始
めている。いま一つ,昭和基地えの交通は便利とはとて
も言えない。 しかし,国際協力による南極大陸航空路網
(いわゆる エアバス計画)が 遠からず 完成 される暁に
は,11月から2月にかけての南極の夏 シーズンには,日
本から昭和基地まで2～3日 間の旅というこ とに なろ
う。昭和基地空港の開設もこの意味で近い将来の重要課
題である。
(筆者:国 立極地研究所長)
南極観測生みの苦しみ
茅 誠 司
南極観測が始まって20年の今に して思えば,南 極観測
が開始 されるまでが本当は一番大変だった。多 くの起伏
を乗 り越えて現在の体制が整えられたことは大変喜ばし
いことである。
私が日本学術会議の会長のときに,当 時朝日新聞社が
南極観測については大きな関心を示 し,実施のためには
設営面での資金援助をお しまないとの申し出があったこ
とにより,　IGY地球物理学研究連絡委員会で真剣に検討
された。輸送とくに砕氷船の問題が解決できるならば実
現は可能であろうということになり,ノールウェイから
の傭船も検討されたが,結局海上保安庁の灯台補給船で
あった"宗谷"が 選ばれたのである。
時の文部大臣松村 さんは,白 癩中尉の開南丸の業績を
よく知っておられ,こ の企画に対 して非常に強い熱意 を
示されたので,私共は大いに勇気づけられた。
一方,昭和30年9月プリsッセルで開かれた第2回 南
極会議で,日本の南極観測参加の希望を正式に表明し,
基地候補地 としてプ リンスハラル ド海岸が割 り当てられ
たのである。
しか し,参加することについては,昭和30年7月の学
術会議の運営審議会で議論された時"日 本が南極観測に
参加することを日本学術会議として決定 してもよろしい
ですね。もし異議があればここで反対 してください"と
意見を求めたら,委員全員が沈痛な顔をして黙っていた
ので"学 術会議 としては賛成といたしますが差 し支えあ
りませんね"と更に念を押 した時は,本 当に悲痛な思い
であったことは今でも脳裏に焼きついて忘れられない思
い出である。
さて,事 の重大 さに対処 し,直ちに文部大臣を長とす
る南極観測統合推進本部が設けられ!・南極観測の実務は
学術会議におかれた南極特別委員会により急熱進められ
た。即ち同年11月に永田君を隊長候補者に,設営責任者
あ
として西堀君を翌年2月 に副隊長候補者として,南極本
部に推薦 し,ここに観測隊の母胎が生れたのである。
南極は当時の我 々にとっては全くの未知の世界であっ
た。そこで観測するためには,本 観測の一年前に予備観
測を実施することを決定した。西堀君の発案もあって基
地の建物が可能ならと越冬観測に踏み切ったこと,昭和
基地と命名されたこと,第1次 越冬隊の成立については
余り期待 していなかっただけに感慨深いものがあった。
一方,宗谷が帰路密群氷の中にピセットされ,ソ 連の
オビ号に救援 され外洋に出ることができたとの報に接し
たときは,文 部大臣の灘尾さんと抱き合って喜んだ覚え
があり,南極の厳 しさを新ためて思い知らされたもので
ある。
また,国 内への報道については,新 聞社をどう扱 うか
で大変苦労 したものだ。当時は朝日新聞社が社運をかけ
る意気ごみでバ ックアップしていた関係から,観測隊全
体の報道は各社平等に扱 うが,同行 した朝日新聞社の記
者の記事の一部は朝日が独自で発表することの了解をし
てもらうためには,各 新聞社からかなりの抵抗があっ
た。 しか し,大変苦労 した未解決できたものの当時のマ
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スコミの関心の大きさ,重 さは今では想像もできないむ
つかしい問題であったのである。
それから20年余,一時中断はあったとはいえ山本南極
観測隊のたゆまぬ努力に対 して敬意を表する もの で あ
る。(筆 者:日 本学術振興会会長)
南極観測と私
緒 方 信 一
我が国の南極地域観測'1喋は発足以来満201トに達 し,
また極地研究所では研究棟の落成などその整備充実が次
第に進んでまいり,着々と研究業績を挙げつつあること
は御同慶の至 りである。私は南極観測の初期f貨幣に文部
省にあって行政サイ ドからこれに関9・した者であるが,
世紀の学術的壮挙ともll－うぺきこの`flmeに携ることので
きたことは,私 の生涯の中の最も大きく誇らかな思い出
の.一・つとなっている。
今,静かに当1時をふ り返って見ると,何 しろ全 く未経
験の大事業のため予期 しない困難もあ り,また現地のE'1
然条件の苛烈さに阻まれて,す べて計画通 りに運んだと
は無論言えないけれども,初期段階から多くの見るべき
Utit[i!成果を挙げることのできたのは,こ れに関係 したす
べての人々の熱意と相互協力のお蔭であった。多方面に
わたる関係諸機関の人々の胸中に共通するものは,こ の
国際的大事業において是非共先進諸国に伍 して誇るべき
成果を挙げたいとい う願いであり,その気概であった。
いつも顔を合わせることの多かった統合推進本部の各機
関代表の人々,旺盛な研究意欲と不屈の勇気を示された
観測隊,越 冬隊の隊長ほか隊員の人々,ノ＼員 ・機材の輸
送の責任に飽 くまで忠実であった宗谷の船長ほか乗組員
の人々,山積みする業務の処理に寧日なく裏方として御
苦労の多かった文部省南極」r務室の人々,これらの多く
の人々と共に力を尽し合ったことは誠に貴重な経験であ
った。この中には私の知る限 りでもすでに故 人となられ
た人もある。ここに謹んで敬弔の意 を表したい。
また南極観測に対する国民全体の関心が高まり,後援
体制が確立したことも大きな支えであった。報道機関の
協力も多大なものがあった。国会方面の関心 も強く,私
共は`序ある毎に議員諸氏の質問に追いまくられる有様で
あった。
思いiilは何と、:;'っても最初の第1次観測について鮮か
である。予期以 ヒに うまく氷海進入ができて,オ ングル
島に」1馳を設定し,これを昭和基地と名づけるとの永田
隊長からの吉報が届いたものは321|q月2911の深夜であ
ったと記憶する。やがて西堀隊長以一ド11名の越冬隊が成
立してこれも予想 を超える成績と 白び合った の も束の
間,氷 海離脱にかかった宗谷がビセット状態に陥ったと
の難で人騒 ぎとなった。逸早 く文部省にかけつけて下さ
った茅先生と.鳩IVI協議中の大学学術局長室に,島 居海上
保安庁長官が顔色を変えて飛び込んで米られた。結局オ
ビ号に救援されて脱出したが,人跡未踏の地球の果てに
多 くの人たちを送 り込むこの事業の困難さを泌々実感し
たのであった。その意味では南極軍務室に入電するテレ
ックスの報告を毎晩薄氷を踏む思いで待ち,..・万数十キ
ロ彼方の出来事に一.・縣一憂して過 したことであった。な
お福島隊員の遭難や第2次隊の越冬断念や樺太犬にまつ
わる話や家族会のことなど,悲 しみや苦二悩やホット安堵
といったその時々の思い出は,今 局外にある私にとって
何れも忘れ難い ものばか りである。
終 りに,新 しい杣入的体制のもとに行われている現で11
の南極観測事漿が,今後更に郷か しい成果をjl又められる
よう心から祈念する次第である。
(筆者:日 本育英会会長)
人の和の成果
和 達 清 夫
もう20言ド余も前のことであるが,気 象台の官舎に深夜
の訪問客があった。それは科学朝Uの 半沢さんであった
が,緊張 した面持ちで私に,南 極にll本.より観測隊を送
ることの科学的意義を問われた。朝[.1新聞は学界の意見
をもとにその実現に対 し援助を惜しまないというのであ
る。 もちろん私は地球物理学の学徒として,こ の挙には
大賛成であり,その意義の高いことはいうまでもなく,
また'11時戦争後閑が狭くな.った日本の地球科学研究者の
研究意欲をどんなに高めるであろうかと心をお ど らせ
た。
しか し,これは巨人な科学計画であり,関係科学者の
熱意 と協力とが必要であり,結局は国家1礫 でなければ
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遂 行 し得 な い で あ ろ う。 当時 の情 勢 ドで これ を実現 させ
るに は こ う した 困難 を の り越 え る ため,よ ほ どの 努 力 が
必 要 で あ る と時 の経 つ の を忘 れ て語 り合 った。
しか しそれ は,や が て茅 さん をは じめ 関 係 の 方 々の 努
力 で,南 極観 測 は 具体1ヒの方 向に 向 い,日 仁が 国際 地 球
観 測 年(IGY)へ の[1本の 参 加汁[而に お りこ まれ る よ う
に な っ た。 こ う して|「本 学 術 会 議 に 南極 観}則特 別 委 員 会
が設 置 され,茅 会 長 が会 長 と な り,私 も委 員 に 加 え られ
た。 そ して昭 和33年茅会 長 の辞1[のあ とを うけ 昭 和48fド
ま で 私 は 委員 長 と して南 極 観 測 小1業に つ き,と くに科 学
面に つ い て勤 め た。
思 え ば昭 和31年11月811,第1次 観測 隊 を の せ た観 測
船"宗 谷"の 東}1〔港11【梅 埠 頭 出 発 を多 くの 人た ち と]三を
振 っ て送 り出 した が,そ の と きの 感 激 と喜:びは 今 も よ く
覚 え て い る。
そ れ か らあ とh杣 こ,第14次隊 まで こ う して 出発 を レ1送
っ て き た私 が,第15次 隊 の 観 測隊 と同行 して,同 じ埠 頭
か ら 多勢 に 見送 られ て 出発 す るこ と とな っ た。 長 年 の 希
望 がil1'い南極 の 地 に 向 った 私 の胸 中 を お察 し願 い た い。
も っ と も,そ の 間 に は4年 間 にlllる南 極 観 測 の休TE,
観 測 船"ふ じ"の 建造 そ し ごIlf開,第9次隊 の1亟点 旅 行,
第4次 隊 の 福 島 隊 員 の悲 しい遭 難,極 地 研 究 所 の創 設.
そ して 次 ぎ次 ぎに あ げ られ る極 地 科 学 の成 果 な ど,そ れ
ぞ れ に 思 い 出 は 尽 き な い。 私 自身 の こ とな が ら,昭 和 基
地 に 隊 員 と共 に 起 居 し,現 地観 測 の労 苦 を 知 り 得 た こ
隊長には西堀栄三郎氏
来年春まて現地で暮す
ユ ー ス
と,ま た 南 極大 陸 の 氷雪 に 立 ち,あ るい は 東 オ ングル 島
の野 営,ソ 連 基 地 へ の訪 問,頭 ヒに 流 れ る オ ー ロ ラな
ど,生 涯 の思 い 出 で あ る。
さて,南 極 観 測 も ノ戸年 で201トを迎 え る こ と とな った 。
思 い 返 して,よ く もこ こ ま でや っ て 来 られ た と関 「系者 一
同 の 努 力 と協 力 と を讃 え た い。 こ の20ζトに,　el1:yFに誇1コ
得 る数 々の 学 術 的 成 果 を 各ク}野で あ げ得 た こ とは 今更 い
うま で もな い。 こ う した 成 果が,」F故 が な か った とは 請
え な い が,常 に 安kに つ とめ こ の 種 の'll.裳と して は まず
大 過 な く,整 然 と達 成 され得 た の も,ひ とえ に歴 次 の 観
測 隊,乗 組 員,そ して関 係者 の 人 の 和に あ っ た と思 う。
い ま南 極 観 測 が,資 源 そ の 他 の問 題 と関 連 し,国 際 的
に も新 しい発 展 を 見 ようと して い る。 この と き に あ た
り,B乍 の 南 極 観測 が,こ の よ き 人 の和 の 伝統 を ま も り
続 け,あ くま で 学 術的 探 究 を 基調 と して,今 後 更 に 耀 し
い 成 果 を積 み1互ね られ る よ う,こ の20年を経 ての 新 出 発
に際 し,ノご心 よ り 希 う次 第 で あ る。
(へ「i!者;　Li本学:[:院長)
回 顧 ・一 断 面
岡 野 澄
南 極 観 測'】喋 の開 始,中 断,そ して再 開 の跡 を顧 み る
と,実 に 多 くの 人 々の 意 志 と力 と,ま た あ る種 の偶 然 的
条件 とが 相 模 っ てそ の歴 史が 創 り出 され て 行 った と い う
感 慨 を 催 す の で あ る。 官庁 は 個 人7レ イ で は な く組 織 で
動 く もの で あ る こ とt.kll'うまで も ない が,ま た そ の組 織
を動 か す の も個 人の 働 きで あ り,役 所 の 側 面 だ け か らみ
る と,こ の 憤 業 の そ もそ もの 発 進 を決断 され た'「1時の文
部 省火 持 術 局 の稲11り長 次 の緒 川1}餓52ノ・の御 苦
心 は忘 れ ら れ な い。 さ らに,[椰 祭地球 観 測 年終 「後 は 南
極 観 測 唱ド業 を打 ち切 りに す る とい う政 府,政 界 の.・部 有
力 者 の動 き を抑 えてt昭 和33年7月 詞餐続 実 施 の閣 議 決 定
に 持 ち こ まれ た の は 当時2度 「1の.対a3人臣 に就 任 してい
た灘 尾 弘 吉氏 て あ った。 そ して 中断 後 種 々 の困 難 を排 し
て昭 和381卜8月南1・質観1胴 礫 のiijflS実施 に つ い て の 閣議
決 定 を 果 され た の も.3度nの 文 十ljとして の灘 尾 先 生 で
あ った。 あ の 年,あ の時,も し灘 尾 先 生 が人 臣 で な か っ
た と した ら,こ の 」茱裳の存 続 は1;ξだ困 難 と ら り,果 して
今 日に い た る よ うな発 展 を な し得 たか 否 か,す こぶ る疑
わ しい と い うの が偽 ら わ ざ る感 懐 であ る。
昭和32年1月.ヒ'宗谷"は 未 知 未 見の 極 洋 を 前進 し,
目指 す7リ ンス オ ラフ海 岸 近 くの 定 着 氷 に接 岸,第1次
隊 は オ ング ル 島に 昭 和限 地 を設 定,151tの物 資 を輸 送,
11人の 冬越 隊 員 の 残 留 に 成 功 した。 しか し第2次 隊 の場
合,翌33年1月 宗 谷 はII.r]じ海 域 で 堅 い 氷 盤 に 囲 まれ て
行 動 の 「|山を失 い,1か 月 に わ た 一.)て大 氷 原 と と もに 流
4
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され,米 国砕氷船パートンアイランド号の救援を求めた
が,遂に昭和基地へ近接できず,か ろうじて第1次 越冬
隊員を収容 して空 しく帰国 し,基地は無人のまま放置さ
れた。 もし第1次 隊が翌年のような厳 しL海象,気 象に
遭遇 していたとしたらどうなっただろうか,恐 らく我が
国の南極観測事業は挫折,断念のやむなきにいたったの
ではあるましか。天が我に幸 したこと,そ して偶発的要
因が歴史の流れに及ぼす大きな作用に恕しおよぷのであ
る。
昭和30年11月,我が国が南極観測に参加するとの閣議
決定を行うと,朝U新 聞のみならず全国の新聞,ラ ジオ
は大きくこれを取りあげ,本 事業に対する国民の関心は
急激に高まった。したがって各報道機関の取材競争は激
烈をきわめ,その応対,調 整にも少からず苦労をした。
本部があっ旋 して昭和32年2月報道協定が成立したが,
その間昭和30年3月,第1次隊の乗鞍岳における訓練の
取材のため飛来 した中日新聞の航空機が遭難 して4名 の
方々が殉職した。また昭和32年4月帰国途上の宗谷を迎
えに飛んだ西日本新聞の航空機が鹿児島県阿久根市近 く
の海中に没 し,3名の方々が遭難した。本事業のかげに
このような傷 しし犠牲者があったことをこの機会に記録
するとともに,南 極観測に関する最近の報道ぷりと対比
し,今昔の感に堪えないものがある。
(筆者:東 京工業高等専門学校長)
各隊次の概要 南極観測隊各隊次のおもな出来事
隊 次
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
隊
永田
永田
永田
立見
村山
吉川
村山
烏居
村山
精
松田
長 副 隊 長'夏1隊 ミ冬
武
武
武
辰雄
雅美(冬)1
虎雄
雅美
鉄 也(冬)
雅美(冬)
宏(冬)
達郎(冬)
1西堀栄三郎(冬)
村山 雅美
村山龍雅美(冬)
|鳥居 鉄也(冬)守
田康太郎
原田 美道
武藤 晃(冬)
楠 宏
清野善兵衛
・」・ロ 高(冬).
清野善兵衛
楠 宏
村山 雅美
星合
芳野
楠
孝男(冬).
越夫(冬)
村越
川口
大瀬
村越
川口
国分
平沢
村越
城
吉田
平沢
宏(冬)1国分
望
貞男
正美(冬)
望
貞男(冬)
征(冬)
威男(冬)
望(冬}
功(冬)
栄夫
威男
征
42人
50
21
19
18
22
16
12
12
10
11
10
10
10
11人
0
14
15
16
0
18
24
29
30
隊:海 上 輸 送 、 船 ・艦 長 出 ・ 帰 港　　つロ
宗 谷.松 本 満 治[1956.11.8・1957.4.281
29
30
30
30
〃
〃
〃
〃
〃
ふ じ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
松本 満治1
松本 満治
明田末一郎
明田末一郎
明田末一郎
本多 敏治
松浦 光利
本多 敏治
!松島 茂雄
磯辺 秀雄
大森 正人
前田 冬樹
ミ前田 冬樹
森田 衛
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 蔵 本 恒剤
1957.10.21・1958.4.28i
1958.11.12・1959.4.13
1959.10.31・1960.4.23.
1960.11.12・1961.5.4
1961.10.30・1962,4.17
1965.11.20・1966.4.8
1966.12.1・1967.4.191　
1967.11.25・1968.4.12!
1968.11.30・1969.4.25:
1969.11,25・1970.5.9;
1970.11.25・1971.5,4
1971.11.25・1972.5.16
1972.11,25・1973.
1973.11.25・1974.
4 20・1
20
衛1974,11.25・1975.4.20
恒 造.1975.11.25・1976.4.19、
1976.11.25・1977
注:(冬)は越冬隊長または越冬副隊長
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第1次 隊(1956～1958)
1956年11月8日,全1司民 の 期 待 の も とに"宗 谷"は 東
京 港 を出 港,シ ンガ ポ ー ル を経 て ケー プ タ ウ ンに て 宗 谷
よ り一 足 早 く東 京 を出 港 した 随 伴船 海 鷹 丸 と合流 し,翌
年1月 上 旬 エ ンダー ビ ー ラ ン ド沖 の流 氷 帯 に到 着,宗 谷
は1月24日 定 着 氷 に 接 岸,飛 行 偵察 に よ りオ ング ル 島 を
広地 の第 一 候 補 と決 定。
1月29Lll二陸 隊 は宗 谷 を出発 し オ ング ル 島にL陸,[同
族掲 揚 を行 い`畿昭 和 基地"と 命 名 され た 。
2月11」よ り雪lt車に よ る氷 ヒ輸 送 が 始 ま り,建 設 も
順 調 に す すみ11Uに は 発 電 開 始 、 無 線 局 も完 成 し 日本 と
直接 交信 が1「∫能 とな っ た。 輸 送 され た 物 資 はr51t,建
物 は4棟 完 成 し越 冬 態 勢 が 整 っ た。
2月15H宗 谷 は 離 岸 し越 冬SXIlkが残 っ た。 宗 谷は 帰
途,密 群 氷 に 進 路 を阻 まれ た が ソ連 の オ ビ.り'に救 援 され
2月 末 に は外 洋 に脱 出 し帰 途 に つ い た。
越 冬 開 始 後 数 か 月 間は 基地 の整 備,海 氷 ヒに 残 され た
物 資 の運 搬 な どに か な りの労 力 を費 や した。 基 地 の気 象
デ ー ター や設 営,生 活 の状 況1よ逐.-L体 に 打 電 され,第
2次 隊 の 準備 の参 考 に供 され た。 春 に は 基 地 の 南 西180
kmにあ る ポ ツ ンヌ ー テ ン山に 隊 員3名 が 大 極 に よ 一)て27
||間か げ て往 復,夏 には オ ラ フ海 岸 日の 出 岬 まで の 大 橋
に よ る調 査 が 行 われ た。
第2次 隊(1957～1958)
20人の越 冬,430tの越 冬物 資 を 積 ん だ宗 谷 は12月末,
エ ンダ ー ビー 沖 を西航,し だ い に密 群 氷 に 包囲 され 身 動
きで き な い ま ま密 群 氷 と と もに 四 方 へ流 され 続 け た 。1
月 末.氷 状 好 転 の 兆 が あ り氷 海 脱 出に 全 力 をあ げ,2月
6日 自 力 て外 洋 に脱 出 した が,そ の 間 左 舷 ブPペ ラの.・
翼 を折 損 した。
救 援 の米1.璋砕 氷 艦 パ ー ト ンア イ ラ ン ド号 の 先導 で 再 び
南 進 をは じめ た が氷 状 は 極 め て悪 く砕氷 不 能 とな り,小
型 飛 行機 に よ る第1次 越 冬隊 の 収 容 と第2次 越 冬隊 の送
りこみ が 計[両され,10,11F[に第1次 隊 は収 容 され た。
そ の後 も空 輸 や雪 上 車 に よ る氷 ヒ輸 送 が 試み られ 努 力 が
重 ね られ た が,天 候 の悪 いHが 多 く,さ らに 気 温低.ドに
よ る新 ら しい氷 もで きは じめ,つ い に2月241[as冬が断
念 され るに 至 った。
第3次 隊(1958～1960)
第2次 隊 の結 果 か ら輸 送 方法 の 再 検討 がな され,ヘ リ
コ フ クー に よ る空 輸 を1三に す る こ と が決 ま り,大 型 の シ
コル ス キ ーS58型機 が宗 谷 に 搭 載 され た 。
1月14Hヘ リコ プ ター の 第 一一便 が 基 地 に到 着 した とこ
ろ,置 去 りに され た大 の タ ロ,ジ ロが 生 存 し(い る こ
と,空 屋 に な って い た建 物 は 良好 な 保 存状 態 で そ の ま ま
使 用 で き る こ とな どが 判 明 した。 基地 の整 備 や空 輸 は2
月4日 ま て.続け られ,輸 送 量 は58使,57tと な っ た。
基 地 で は2月 に は い り気 象,超 高屑 な どの 観 測 が つ ぎ
つ ぎと 開始 され た。 秋 に 南 東100km.春 に 「同 じ く南 東
350km往復 の 南極 大 陸 氷 床 .Lの調A旅 行 が 行 われ,ま た
南 σ)パッ ダ島 に も調 査に 出か け た。
タP,ジ ロ
出戸
氷 上 輸 送
第4次 隊(1959～1961)
昭 和 基地 が ソ連 飛 行 機 の燃 料 補 給 の中 継 地 とな った た
め に オ ビ 弓'とと もに 氷 海 に 進 入,1月2flJ9地 北 方74km
よ り空輸 を 行 い.ま た雪 ヒ車 に よ る氷 上 輸 送 も行 った。
7日 には 一・旦 外 洋 に 離 脱,そ の 後 も空 輸 及 び氷 ヒ輸送 を
行 い物 資 は154tに 達 した。
輸 送 が 順 調 で燃 料 が 多 阯 に運 べ,新 雪 上 車 が5台 も揚
陸 され た た め 各 方 面 に 旅 行 は活 擁 で あ っ た。 日瀬 氷 河2
回,や ま と山脈,沿 岸地 域 と 調 査は 各 地 域 にお よん だ。
10月10n午後 ・ ブ リザ ー ドの ・1・を旅 行 準 備 を整 え た 幟
の点 検 に赴 い た福 島隊 員 は,急 速 に 視 程 が悪 くな った 嵐
の 中 で道 を失 い 遭 難,そ の 後 の 全 力 捜 索 も空 しく発 見 す
る こ とが で きな か っ た。
11∫]1日よ り12月半 ば まで 往復1 ,200㎞に お よ ぷや ま
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やまと山脈福島岳
と山脈調査旅行が行われ地形,地 質,雪 氷などの調査が
実施された。
第5次 隊(1960～1962)
輸送,建 設は順調にすすみ,2月4日 までに98便,
121tの物資が運ばれ,本 格的な冷凍庫 も建設された。
越冬観測に初めて生物部門の研究者が加わり.高層気
象が基地観測の重点項目となってゾンデを吊した風船が
毎日あげられた。調査旅行もさかんで秋のデポ旅行,春
夏にかけて77日間,や まと山脈を経(75°Sに達する往
復2,200㎞の旅行,基 地西方 リュツオホルム湾の対岸の
リーセルラルセン半島の旅行がおもな もの で あった。
75°Sの旅行では雪上車の故障で立往生 したが,ソ 連機
に部品を投下してもらい無事帰投できた。
第6次 隊(1961～1962)
越冬観測が第5次 で中断されることになったため,第
6次隊は基地の閉鎖,越 冬隊の収容が,主 な任務であっ
た。
この年は天候,氷 状ともに非常に悪 く第1便 は115浬
の地点から空輸せざるを得なかった。作業は空屋になる
建物,観 測器材,発 電機,車 輌などを次の再開時にす ぐ
使用できるようにしておくことであった。夏期間,基 地
周辺での重力観測,オ ラフ海岸の航空写真測量が行われ
た。すぺての作業は2月8日 に終了した。
第7次 隊(1965～1967)
新造船"ふ じ"と大型ヘ リコプターの組合せで強力に
なった第7次 隊は基地再開の任務をもっていた。宗谷は
往復ともケープタウンに寄港 していたが,第7次 から往
航は豪洲経由となった。
1月26日,ふじは初めてオングル島沖300mに接岸 し
た。接岸は以後第11次まで続いた。
電離,発 電,通 信その他の各棟が完成し,発電機 も倍
以上の45　kVAが設置され,基 地は再開前の3倍 にひろ
がった。 新たに開発された大型雪上車KD-60も揚陸さ
れた。その後ふじはソ連のマラジg－ ジナや基地,ベ ル
ギーのロア ・ボー ドワン基地を訪問 し帰途についた。
越冬は順調に経過 し,冬明けから春にかけてオメガ岬
の協の回収,大 陸上でのKD-60型雪上車のテス ト旅行
が行われた。11月22日,急性盲腸患者が出たため手術が
あり,基地での開腹第1号 となった。
発 電 棟
第8次 隊(1966-・1968)
新らしい建物が続々と建ち基地建設は活況を呈した。
超高層の観測棟ができ基地周辺はいよいよアンテナが林
立 しはじめた。
旅行は清澄で冬明げにはオラフ海岸沿いにマラジ。一
ジナや基地までの初めての外国基地訪問を兼ねた調査旅
行が行われ,春 から夏にかけて79°Sの米国 プラトー基
地までの調査及び第9次 隊の極点旅行のためのルー ト設
定と燃料貯蔵を兼ねた旅行が行われた。
第9次 隊(1967～1969)
基地で最大の発電棟(252㎡)の工事が は じまり,65
kVAの発電機が新たに増強された。基地南方20㎞のラ
ングホプデでアクアラングによる潜水調査が行われた。
2月9日,7年 半ぷりに福島隊員の遺体が基地西方4㎞
の露岩上で発見され翌日ダビにふされた。
極 点
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9月28日極点旅行隊が出発,KD-60型雪上車4台,
総勢12名,プラ トー基地を経由 して12月19日南極点に到
達 した。 帰路は 逆コースを 辿 り2月15日昭和基地に帰
投,141日間,5,200㎞を走破した。その間,地 学を中心
とした観測調査も行われた。
第10次隊(1908～1970)
もっとも氷状がゆるんだ年で,ふ じは定着氷縁からわ
ずか半日でオングル島に接岸 した。夏期間のみ飛行機が
チャーターされ航空測量に従事し,第12次まで継続され
た。 ロケット基地建設をは じめ作業は多忙をきわめた。
越冬中の大 きな観測項 目は今後数年にわたる雪氷部門
のエンダービーランド地域調査が開始され た こ とであ
り,その一環として春から夏にかけ(や まと山脈地域に
80日におよぶ調査旅行が行われ,初 めC限石9個 が採集
された。
第11次隊(1969～1971}
夏期にロケットの試射が2発成功裡に行われた。また
130klの水槽も完成 した。ふ じは帰途2月 下旬より密群
氷の中で難航 し,プロペラも折損 したが3月中旬外洋に
離脱 した。
第10次に引き続いて雪氷の調査活動がさかんで基地南
東約300㎞に内陸基地を設けた。これは後に"みずほ観
測拠点"と い う名前がつけられた。春にはみずほ観測拠
ユ ー ス
点を経て東方のサンダーコックヌナタクへ旅行隊が出か
けた。
第12次隊(1970～1972)
1月上旬より40日間,ふ じはマラジ。一ジナや基地の
沖合いで密群氷に閉 じこめられた。その間,小 型飛行機
を300㎞離れた昭和基地に飛ばし基地に残置 して旅行隊
の収容を行った。ふ じはこの隊次から現在に至るまでオ
ングル島に接岸できなくなった。
越冬中 ロケットの打ち上げがは じまり発射台の上屋が
ないまま創意工夫による保温装置を作 り,S-160型1機
とS-210型6機の打ち、ltげに成功 した。みずほ観測拠点
に居住棟,発 電施設,連絡通路などができ,長期滞在が
可能とな り,大陸氷のポー リング,雪氷観測が3か月半
行われた。
第13次隊(1971～1973)
ふ じのチャージングは4,000回に もおよんだが氷は厚
く接岸できなかった。
昨年に引き続いてロケットS-160型1機とS-210型6
機が打ち上げられた。基地に初めて本格的な倉庫が2棟
でき,観測,設 営の物品がそれぞれ収納 された。みずほ
観測拠点では4月 下旬より翌年1月 下旬まで4～5人 に
よって通年越冬がなされ,気 象雪氷などの観測が行わ
れ,ボ ーリングは147mに達 した。
み ず ほ 観 測 拠 点
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極 地 研 ニ ュ ー ス
越冬隊の規模と建物面積の変遷
昭和基地の変遷
11人で始まった昭和基地の越.冬も回を重ねて現在30人
の大世帯となり,それにともなって建物もぶえ施設も充
実 してきた。
日本から14,000㎞も離れた昭和基地の維持,発 展はす
べて輸送力にかかっており,基地の規模は船の大きさで
決まってくる。また,南極でも有数の氷状の悪い昭和基
地付近では船と岸の間の空輸は不可欠であ り,物資輸送
はヘ リコプターの能力にかかっている。昭和八地の変遷
は輸送量と建物の増加から推 しはかられ,次のように3
期に分けることができる。
第1期 第1次 ～第6次 宗谷時代,創[LtiVj
第2期 第7次 ～第11次 ふ じ就航 高度成長期
第3期 第12次t-ag18次空輸依存 安定充実期
第1期(第1次 ～第6次)
第1次 は幸いに宗谷は,オ ングル島の西13㎞まで遊人
できたため15|1間の氷上輸送によって151tの物資輸送
ができ,4棟 の建物が建てられた。これらの建物は第5
次越冬までの基地の主力の建物 となった。第2次 以降,
宗谷は厚い氷に阻まれて接近できず第3次 からは船～基
地聞はヘ リコプターによる空輸方式 となった。第4次 に
内陸棟,第5次 に冷凍庫が建てられたほか,ベ ニヤ板,
隊 越 冬
隊 員次
越 冬 燃 料;建 物 再 磧
物資量 消費鍬 新 造 延面積
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29
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12
第13
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15期
16
!17
11人
14
15
16
18
24
29
29
30
30
30
30
30
30
151t
52
144
121
34kl
46
56
39289
465178
509227
561274
567271
436284
464282
468314
485314
469298
489
184㎡184ii
10194
57251
5256
522778
5051,283
5441,827
4952,322
4502,772
SS[2,8io
216.3,026
1953,221
1013,322
723,394
283,422
角材などの材料で隊員が腕 をふるって実験室や倉庫を建
てた。
建物は本建築のものは,イ(造のパネルをコネクターで
つなぐブレハプ方式で素人でも容易に組立てができた。
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?
??
また発電棟や倉庫はパイフ'構造に厚いキャンバスを掛け
たもので,こ れも建設は容易であったが耐久性は無かっ
た。電気は20　kVAの発動発電機によってまかなわれ,
燃料節約と火災予防のため当初は夜10時置発電を停めて
いた。
観測と居住は同じ建物内でなされ2段 べ.ト が使用さ
れた時 もあったほど狭く,研究面での活動も制約され,
給排水施1没,射り」設備,居 住用個室などすべてに貧弱で
あった。
第2期(第7次 ～第11次)
新造船ふ じと強力なヘ リコプターの組合せ,さ らに接
岸が続いた ことに より昭和基地も高度成長時代に入っ
た。第7次 から第11次まで基地の建物は毎年約500㎡づ
つ拡張され,施 設の充実も急 ピッチであった。本格的な
新発電棟が 第7次 に 建て られ,45kVAの発電機,風
呂,洗面所,遣 水施設も一新 した。新幹線方式の循環式
水洗便所が完成したのは隊員にとって大福音であった。
観測関係でも雑音などで互いに干渉しない よ うに電離
棟,送 信棟は遠 く離れて新設され,気 象.通 信も独立 し
た建物にな・った。
第8次 には,そ れまでの建物とは違った新様式のもの
となり,その後の基地建物の標準となった。雪の吹きだ
まりを少 くするように高床式のもので観測棟,食 堂棟,
放球棟などであり,また車輌整備のためにカマポコ型の
作業棟も建てられた。
建物の増加は,た ちまち電力の不足を招き第9次 には
新々発電棟を急きょ建てなければならぬ羽口になり,鉄
骨,鉄 板などの資材でもって 基地最大 の建物ができ65
kVAの発電機が設置された。従来からの45　kVAは良
質の電源として観測用に,65kVAは雑電源として一般
用に用いられ現在におよんでいる。居住施設の改善のた
め10の個室をもった居住棟が建てられ,こ れは第10次と
第13次にも建てられ30人の越冬隊が同一条件で個室を持
つことになった。
第10次では第11次以降のロケット打ち上げに備え地上
施設3棟 が完成,作業棟も増設された。貯油施設として兄
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晴らし岩に50klのタンクが設けられ,パイプラインによ
って船から直接燃料が送られ第11次に も続けられた。
第11次ではロケット発射台ができ,さ らに大倉庫が2
棟加わ り野積みになった物資の収容がすすんだ。また,
130ktの水槽が完成1,池の水が利用できる半年聞はホー
スによって時 々池の水を補充 し,夏期間の水汲み作業か
ら解放された。
第3期(第12次～第18次)
第12次以降,厚 い氷に阻まtt:Cふじは昭和基地に接岸
できな くなり,物資はすべて空輸に頼らざるを得なくな
った。それは機械 建築などの大型物品について割 輸ヒ
の制約から再検討を迫 られることになった。車桶の分解
搬入,建 物部材の分割などである。
第6次 までに くらべ」1馳建物面積は10倍以.Lに拡がっ
たため,燃料消費は第10次まで急速に増加 し船腹の'卜分
以一ヒが燃料で占められることになり,建物増加を漸減せ
ざるを得なくなった。この期では推薬庫,気 象棟,冷凍
庫,環 境科学棟など毎年1～2棟 が建てられた。環境科
学辣は従来の建物 と異なり屋根梁が用いられ,暖 房は初
めて温水式を採用,給排水施設をもった唯一の研究棟 と
なった。この期に特'πされることは基地南東約300kmの
大陸氷床 ヒに長期滞在が可能な ミみずほ観測拠点ミが建
設されたことである。越 冬観測 も実施 され,観測隊がこ
れを維持する力を持ったことは評価されよう。
昭和基地の処物tt.現在約3,500㎡ほどになっており,
これを維持 し,さ らに観測隊の、堵活動を支えている燃料
の総乏1ヒは約300ktに達 している。今後 しばらくは燃料消
費の推移を見ながら施設の充実を計っていくことになろ
う。
将 来,資 源 や 領.上問 題 で 南 極 は一 層 話 題 にな ・って くる
が,南 極 に お け る 日本 の位bKづけ に昭 和 基 地 の 存 ♂1{は重
要 で あ り,　Jll地とそ の 周辺 の発 展 のた め に,ま ず 輸 送 力
の増 強 を 考 え るべ きで あろ う。
ス
「宗 谷」 あの頃 の思 い 出
松 本 満 次
直 径 何 斗こもあ る よ うな大 きな氷 柱 が 今に も頭 ヒに落 ち
て きそ うな 氷 山 の 真..ド,浮氷 の切 れ 日 を縫 って 船 の進 む
海 は.あ ま りに も静 か に清 く澄み,氷 山の 白 く光 り煙 く
1獅II:な側 面 が そ の 中 に深 く深 く入 りこん で い る。20fトも
た つ た ノ汁こな っ て もあ の美 ノい ス リル に 富 ん だ 光影 は 粒、
の脳 裏 か ら.一と時 も離 れ る こ とは な い。
氷 海 の 中 で の長 い苦 闘 力{続い た 後 の ほ ん の.・瞬 の 自然
の展 開 に す ぎなか った が,あ ま りに も大 き くあ ま りに 尋,
近 か 一.)たので 写 真 に も撮 れ な か った の で どこ の記 録 に も
残 っ てい ない 。 た だ 私 の記 憶 に だ け残 っ て い る。
H['{和3171q月24日ラ ン グホ ブデ岬 にヘ リコ7ク ーで 降
りた,南 方か ら厚 い人 陸 氷 床 が迫 っ てい た が,そ れ が 途
中 か らボ ソキ リと 切れ て鮒1の大 部 分 が露 ㍊地 帯 とな り,
そ の 中央 部.一帯 が砂 地 で あ った 。 そ の 砂 をサ クサ クと踏
み な が ら[i∫成 ワ急 な 勾 配 を登 って い った。 途rl]ちょっ と
1止まっ て後 を見 る と今 しが た 自 分 の登 っ て き た足 跡 が.一
直 線 に な って 残 って い る。 こ れ が 人跡 未踏 の地 ピ 印 した
初め て の 足 跡 か と感 慨 深 い もの が あ っ た。 ち なみ にP袋
を と って 砂 を 握 ・ってみ た ら 壬に 刺 さ る よ:)な 感 触 だ っ
た。 岩 が 崩 れ て で き た そ の ま まの処 女砂 だ ・)た。 見 ヒげ
れ ば 砂地 の 上の す ぐそ ば の 山 肌 は 驚 い た こ とに厚 い ベ ニ
ヤ 板 を無 雑 作 に 積 み 重ね た よ うな 格好 に な っ て い る。 南
極 の厳 しい 自然 条件 を ま と もに受 け風 化 した 山 肌 の ノァに
も 崩れ そ うな 姿 だ っ た。
この 岬 は も う.一つ の思 い 出 が あ る。 次 の 飛 行 の 折「,極
度 の 尿意 にmら れ,こ の山IVa)直ドの ボ ン ドに セ スナ 機 を
着 水 して もら 一)て小 高 い礫 丘 に 走 り ヒリ放 尿 中 イく意 に 翼
長1～5mも あ りそ うな 盗 賊 鴎 に急 襲 され小 石 で応 酬 悪
戦 苦 闘 の 末追 払 った が.そ れ を聞 い たUの 悪 い ずf乏共 は あ
の鴎 は 雌 だ った の だ ろ うな どと面 白 が っ てい た が ,実 は
巣 が近 くに あ っ た た め であ ろ う。
厚 い定 着氷 の中 の ポ ン ドに アザ ラ シの 予が い た,新 島
に 日の 丸 を 、ヒて て撮 りの 乗 員共 が そ れ を生 捕 りに.よ う
と近 づ い た,と ころ が 人が 接近 す る と ア ザ ラ シは 薄 い 氷
の は った ボ ン ドの 中 に躍 び こん で 姿 を隠 した 。 で も氷 が
薄 い の で ヒか らは透 い て見 え る。 暫 くす る と息 の つ ま ・)
た アザ ラ シが 水面 に頭 をIIJす。 す る と人 が 竿 で 頭 をi]「]
く,ア ザ ラシは ま た潜 る,何 回 か 繰 返 して る うち に堪 へ
切 れ な くな ・)て定 着 水 の 上 に の こ の こ と這 ひ.ヒっ て く
る。 そ こ を 人間 共 が 寄 っ て たか っ て生 捕 りに ず る。 こん
な こ とが あ っ た の で こ の者 達 の 占領 した島 を グ レン島 と
1乎ん で い た。
('賢者:村越 望 国立極地研究所事業部観測協力室長)
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ところが基地設営の作業が進んだ頃 ミ何ミの人形の置
き場にこまって,グ レン島に安置して弁天島と呼べばよ
いと云 う提案に,そ の名だけは採用 された。そ して弁天
様はあの島に安置されたとは聞かないが,グ レン島はこ
うして弁天島となったと覚えている。
_.鱒.`
鴫
(筆者:初 代宗谷船長)
「ふじ」初航海
本 多 敏 治
新 しく造った船で初代の責任者としてある事業に参加
できたことは幸福なことである。"宗谷"の実績の上によ
りよいものを造 り実績をあげようと努力 した当時を回顧
することもなつか しい。 出発に 先立って アメリカの砕
氷船でニュージランドからマクマード基地まで氷海航行
を体験し代表的な船の構造や砕氷状況またヘ リコプター
の墜落事故,推 進軸切損など貴重な勉強をした。 とくに
アメリカの陸上隊員や船の乗員が南極の厳 しさの中で予
想外に元気に明朗に仕事をしている姿を見てこれからの
作業に自信と心強さを感 じた。最後に乗ったグレシャー
では日本で計画中の船 と近似 した性能をもっておりその
砕氷状況等はそのまま役立って帰国後の建造や諸計画に
大いに役立った。建造着工後は注目の存在 となり船名募
集には実に40万通をうわまわる応募があ り,船名は ミふ
じミと決定され進水式には皇太子,同 妃殿下の御臨席を
仰ぎ目出度い門出となった。
一方搭載機はタービンへVコ プターを採用 し北海道寒
冷地訓練によりその耐寒性能を確認 し船 ・航空機とも一
段と強化整備のうえ昭和40年11月25日南極に向け出港 し
た。
復元性にも不安なく,乗 員と隊員間の協調も頗るよ
く,快適な航海であった。エンダービーランドに近接す
るや大型ヘ リによって大陸上空に到達 し白い大陸 とおび
ただ しい氷山群の壮観を目撃 して感激 した。いよいよ氷
海に入るやふ じとて多少の優位はあっても所詮船とい う
もろさにおいては同じであり流氷 も徹底 して選鉱に努力
した。 プリンスオラフ海岸に達 した時奇蹟的に数時間前
にできたであろう定着氷内に100mたらずの幅で 延々
120㎞におよぷ水路を発見,こ の中に入って一挙にオン
グル島北方まで進入できたのも幸運であった。無人の昭
和基地に着陸 した時想像以上に昔の姿を残 しているのに
驚いた。散在 している糧食など昔の隊員の奮斗振 りが偲
ばれて再開の運びとなった喜びと感激を忘れることはで
きない。空輸は順調に進んだが大型雪上車輸送には氷状
すでにおそ く,オラフ海岸一帯を捜索 したが適地なく南
方進入を決意 した。無数の大氷山群間を縫 って進入 した
光景は壮観でああった。未知海域を探測をしながらオン
グル海峡を突破,遂 にオングル島に接岸 し目前に基地の
灯を目撃 し,基地からきた隊員と感激の握手をした光景
は本行動で最 も感鉛深いものであった。
国際協力による南極観測の再開にあたり,隣接基地を
訪問して新砕氷船の披露と観測の協力を図った。東方の
ソビエ ト基地,そ して西方のベルギー基地を訪れて親交
を暖め,大 きな成果をあげてふ じは氷海を離れたのであ
った。
その後,南 極輸送 もすでに第18次を数え次代隊員等の
努力で基地も目覚ましい発展を遂げているようであ り20
周年を言己念 してOBの 一員として祝福できることを何よ
り幸いと存ずる次第である。
鉋 凸.贈
(筆者:初 代ふじ艦長)
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.甥
極 地 研 ニ ュ ー ス
南極 観測 「今昔 物語 」
シリーズその1"気 象"
清 野 善兵衛
昭和基地に おける気象観測は,　WMO　 (世界気象機
構)のWWW　 (World　Weather　Watch)計画の南極
における有力な標準観測所の一つとして活躍中であり,
観測施設や測器など諸外国基地と比 らぺ,ま た国内観測
所と比較 してもAク ラスに入 るものと考えられるが,今
日の昭和基地は20年の努力の累積である。この機会に気
象部門の立場からその発展の過程を振 り返ってみたい。
1.昭 和基地開設の頃・.・
弁天島付近の宗谷からオングル島向け氷上輸送第1便
が出発 したのは昭和32年2月1日であった。基地向げ初
荷の中に気象の観測器材を入れて貰ったのは,条 件最悪
の場合,仮 に越冬隊が残れないときでも,長期自記気象
計により1年間の気象資料をとるという永田隊長の配慮
によるものであった。長期自記気象計とは,1年 以上に
わたり,30分間隔で風,気 温,気 圧,日 照などの要素を
自動記録する装置で,と くに南極で使うため当時の気象
庁関係者が苦心 して作 りあげた新兵器であった。
重い檎をひく雪上車はパ ドルに悩まされクラックには
ばまれ,12時間もかかってオングル島に辿 りついた。 と
ぐにネスオイや島をまわる付近の悪路 「男の花道」は最
大の難所で丸南通運の ドライバーを悩せたものだ。オン
グル島に上陸 して最初にテントを張ったのは現在の飯場
棟付近だったろうか。資材が次々運びこまれ,建 物(無
線棟,食堂棟,居住棟,発 電棟)が 昼夜兼行で組み立て
ていった。これより前,建物の向きを決めるから年間の
られ主風向を推定せよと西堀越冬隊長からの命令,守 田
氏と相談,窮 余の一策,海 氷上の小氷山のまわ りの吹 き
だまりを測 りおおよその主風向を推定,こ れによって建
物の向きが決った。これはそれ以来基地の建物の向きを
決めてしまったようだ。
建設作業の合間に長期自記気象計の設置と一.'般観測用
の百葉箱や三杯風速計の取 り付けをやり,越冬隊の村越
気象担当隊員に後事を託した。露場は食堂棟北西側の平
地で,第14次のとき現在地に移転 した。ルーチン観測に
使用する測器は三杯風速計,フ オルタン気圧計,ア スマ
ン通風乾湿計,自 記温度 ・湿度計等,普 通通使われてい
たものであったが,極 寒地用に それ ぞれ考慮されてい
た。通信棟の一隅を仕事場 とした村越隊員の観測の様子
は西堀越冬記に詳述されているが,1年 間,1人 で手間
のかかる地上観測を無欠測でやり通 した努力と気力は立
派なものだ。
新 しい観測所を開設するには正確な緯度,経 度,海 抜
高度等が必要であるが,こ の時の天測,測 量は主として
軍部隊員の仕事であったが,海抜高度については平均海
面値がないので,ク ラックから見える海水面からレベ リ
ングして仮に天測点海抜をきめたそ うであるが,数年後,
潮汐観測を行い平均海面を求めて再測量 した結果,実 用
上は修IEの必要もない位の誤差であったとのこと,気圧
更正表の修正 も不必要ということで大いに助かった。
2.第3次 か ら第5次 越冬の頃
ヘ リコプター輸送に作戦を転換した第3次 隊の物資輸
送は厳 しいものだった。ヘ リ搭載荷物の計量はIOO9が
単位であり,観測器材を増そ うとすれば食料を減らさね
ばならなかった。越冬隊員(予 定者)には背番号がつげ
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ら れ.物 資 輸 送 のリ三績iこ応 じて 逐 次決 定 者に な っ て い っ
た。 こん な状 況 ドで,基 地 で 高 層 観測 を と強 い願 望 が実
・)て100回分 の ゾ ンデ と 付 属品 が 運 ば れ る こ とに な っ
た。 ゾ ンデ は27　MHzの 電 波 を 使い,汚 二通 の 短 波 受 信 機
で ミ)乏られ る もの.で.水 素 ガ ス発生 には 瀟 入 りの カル シ
ウム ハ イ ドラ イ ドを用 意 した。 ソ.ンデ 検定 用 の捕1気:ン
.ノは 屯量 軽 減 の たy).重 い鉄 製 基 板 を捨 て ベ ニ ヤ 板に 変
え て運 ん だ。 そ の 他の 荷 物 もす べ て 梱 包 をlr〈/)はず し,
裸 で ヘ リに 積 み 込ti.ti。
観 測は2名 で 夏 季は3時 間 毎,冬 季 は6111f川毎 の地|tt
観 測 と,でト聞納100[ulのll':J　J・,ttan測を実 施 した 。地|:観測
は.未 だ隔 凋 残II1がなtt・っ た の で そ の都 度 通 風 乾 湿 計 を
もっ て百 葉 箱 に 通 っ た。 プ:1ザー ドの ときは 完 全武 装 で
通路 か ら這 い 出 し.命 綱 を た よ りに 百 葉 箱に た どりつ
き,雪 片に うたれ た涙 眼 で,細 か い温 度 」!.日盛 を読 む の
は 呂二労 で あ っ た。 ま た静 か な夜,た ま に ほ ろ酔 い機 嫌 で
百 葉箱 に顔 を 入 れ た りす る と,克 明 に 温度 計 が 、}己録 して
い るの も しゃ くで あ っ た。
高層 観 測 の 気 球 を 充填 す るに は い ろい ろ.【二夫 が 必 要
だ った 。 深 い ド リフ トに直 経2m程 の穴 を堀 り,こ の 中
で や れ ば:「∫成 り強 い 風 の時 で も充 填 は で き た。 しか し.一
度 プi)ザー ドに な る と穴 は 完 全 に埋 ま っ て し ま うので,
予 め空 の ドラム罐5、6{二 を穴 に 入 れ て お け ば除 雪 の 労
力 は大 い に助 か っ た。 冬に な り ヒ空 の 気 温 が 低 くな る と
気球 が 比 較 的 低 い 品度 で破 裂 す る こ とが 多 くな った。 ノ
ーtレウ 」.で基地 の 気 象家 に 電 報 で対 策 を教 えr:['1.)た。
ゴム 気球 に 油 をつ け る こ とは こ の ときか ら始.った 。
第4≧欠隊 も依 鴛ミと し『:・輸ユきrl　fft－は き び しかt')たが.ピ1
動 追 跡 型 の 高層 観 測 装i}ftが運 び込 まれ よ うや(　CUill[]近代
化 の 第一 歩 が始 ま・った。 しか し予備 部 品 な ピは 不 充分 で
故 障 した小 型発 電1幾の髪 の 巳の よ うな コ イ ル をr・で 巻 き
換 え た・とい う 仁 うな苦 心 もあ っ た。
第5次 隊,こ の1ドは 基 地tkil三川 でlt是も 充実 した 観 測 で
あ っ た。 担 当は4名 で 、 高 層観 測 は完1こ通 年観 測 が で き
毒♪二.1
ス
た し,寸『ゾ ン観 測 も で きた 。 施 設 は まだ 不充 分 で あ っ た
が,ベ ニヤ 板 で 観測 室 を増 築 した り,隔 測 装 置 を運 び込
ん だ りか な りの 充実 ぶ りで あ っ た。 ま た 気象 隊 員 が初 め
て 本 格的 な 野 外 調 査「;求に参 加 し南極 大 陸 内 陸 部 の 自然 を
体.験で き るkう に な っ た。
こ の後.4年 の 聖 日 の の ち 新 しい 昭 和 広地 に 生 れ か わ
っ た の て.ある。
3,再 開 後
昭 和 棊地 の 観 測 は,定 常 観 測 と 研 究 嬬1[iJに大 別 され
た。 学 術研 究Lあ るい は 実 用E,恒 常 的,業 務 的 に実 施
す る必 要 の あ る 基礎 的 な,ま た国 際 的 な 観 測 の 一 翼 をに
な う観 測 を定 常 観 測 と した の だ が,そ れ まで 行 わ れ て い
た 気 象観 測 ∫則1は,殆 ど定常 観 測 と して恒 常 的 な 観 測 に
くみ 込 まれ た。 現 在地 上 気象観 測 は,自 動 気 象観 測 装 蹴
に ょ り連 続 記 録 を と って お り高 層 気象 観 測iま1日2回 の
観 測 を し,　WWWの 要 請 に こた え て い る。 そ のほ か,日
射 硅,オ ゾ ン阯 の観 測 も続 け られ て い る。 ま た気 象 衛 星
か らの 雲 の写 真 を受 画 し,総 観 的 な気 象 解 析 に使 用 して
い る。 高 度 な 学 術研 究 を[1[V・Jとす る研 究 観 測 して,気 象
部 門 は 現 在 「エ ー ロ ゾル 及 び徴 」1ヒ気体 成 分の 研究 」 を と
りあlf.　そ の 同 定,粒 径 分.lfi,　起 源 そ の 雲 物理 学 的 な
意 味,放 射 に 及ぼ す影 響 な どに つ い て の研 究 が進 め られ
てい る。
CTモ者::疋象 庁 東 京 管区 気 象 台技 術 課 長)
注:南 極 観 測20周ζドに あ た り,「 今nし物 語Jと して気
象.超 高JISf,地学,生 物,内 陸 旅 行 及 び 生 活 を シ
リー ズ もの と して本 年 中連 載 の予 定 。
?
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南極観測と探検的精神
極 地 研 ニ ュ ー ス
西 堀 栄三郎
南極観測が始まってから20年,当時を思い出すと南極
観測事業が"探検"で あるか"観 測"で あるか とい うよ
うな議論が盛んになされたことがあった。
考えて見ると確かに,ア ムンゼンやスコット,自瀬の
時代はもう過ぎ去って,は るかに南極の こ と も良く解
り,南極の自然とい うものが科学の対象になるようにな
ってきたことは間違いのないことです。従って日本が初
めてプリンスハラル ド海岸に観測基地を求め,そ こで観
測をする準備行動 として,い わゆる予備観測隊が派遣さ
れることになり,その時にそれが探検であるか観測であ
るかとい う問題は,少 なくとも第1次 すなわち最初にや
る問題ではあったが,そ うい うことは議論の対象にはな
らないわけで,南極観測 とい うものに限らず,す べて何
事も初めて行 うこと,ま た誰もが行ったことのない所,
あるいは 誰 も越冬 したことの経験のない 国民に とって
は,新 しいことをやるとい うことは探検的精神を必要 と
する間違いのない事実で した。
従って第1次 予備観測隊が出発するとい うことは明ら
かに探検であると私は言いたいのです。 しか しながら探
検とい う言葉の中に冒険あるいは危険が伴 うという言葉
の響きのためには,t'むちゃなことをする""危ないこと
をする"電`危険を敢えて冒す"とい うように思われはしな
いかと懸念をもっだ人々が多かったことも事実でした。
ことに政府,文 部省とい うとこ ろ が 関与するにおいて
は.い ささかの危険な り,失敗 というものは懸念するよ
うな行為は許されないという鉄則があった。私が副隊長
として選ばれ,そ して第1次 越冬隊とい うものの結成を
提唱 したときにも,この問題は最初の年から越冬すると
いうのはもってのほかであるという慎重論と称するもの
が現われ,最初の年はともか く行ってどんな所か見てく
る,これが予備観測の目的であった。そして物資を運ん
でいってもその翌年のために置いてくるのだとい う考え
方さえ出されたのです。 しかし私はそんなことの方がな
随 締 盟伽
、滋 罫=_内.ぶ 難
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おさら危険であり,なるほど行って帰 って来るだけなら
危険は伴はないかもしれないが,置 いてきた物資が翌年
使おうか と思って行って見たら,その物資がそこに存在
しなくて何らかの理由で失うかもしれないことを考える
と,これまた大変危険な考え方といえるわけです。
そもそも冒険 とい う言葉は私は使いたくありません。
出発する時できるだけ準備をじて,あ らゆることを想定
して対処できるだけの物資はすべて準備する。 しか しな
がら果た して出発の日までに完全無欠な準備とい うもの
ができるで しょうか。それは望むべくしてできることで
はありません。"人事をつくして天.命を待つ"とい う気持
にならざるを得ない。このようになった時にかならず成
功 して帰るという,そ うい う信念があった時にその信念
とい うものを論理をもって説明 しようと思ってもできる
ものではありません。
しかし少なくとも私はそ うい う信念が持てる程度まで
人事を尽 したとすれば,も はやそれは敢て危険を冒すの
ではなくて 冒険であるとは 言えないと私は思っていま
す。私の出発に際 して持っていた気持 とい うものは如何
なる困難,危 険が現われようとも,必ず我々は皆なの団
結と,そ して創意工夫によって克服できると思っていま
したし,一般の社会生活においても同様であると思いま
す。
"それは大丈夫"今 日事故にあわないだろうというこ
とを朧ろげながら,あ る信念を持っているからではない
でしょうか。その考え方はかならずしも南極観測 とい う
最初の問題だけではなく,すべて何事によらず新 しいこ
とをやろうと思えば伴 うべき心境であって,こ れはまた
科学とい う或いは科学技術 とい う新 しい分野の挑戦とい
うことになれば,ま ったく同じことが言えるのです。な
るほど生命に人命に影響するということは直接ないかも
しれないけれども,良 くないかもしれません。
研究開発において準備をして研究に着手す る と して
も,決 してそれが完壁な準備ができるものではあ りませ
ん し,そこに思いもよらないいろんな困難が現われるや
もしれません。その時こそ困難をいかに克服するかとい
う方により大きな意味があります。 しかしまた失敗をし
て多額の金を使い,多 勢の人を動員 して行 う研究活動 と
いうものでも失敗というものを考えないでやれるわげで
はありません。 しかしそれによって精神 というものは,
かならず成功に導びかれるに違いないとい う信念があっ
てこそやれるものです。私は研究開発活動という中に,
そのような探検的精神とい うものを,も っともっと持た
なければ大きな進歩を期待することはできないと考えて
います。従って探検的精神というものが今後ますます尊
重されなければならないと思います。
(筆者:第1次 観測隊越冬隊長)
可
極 地 研 ニ ュ ー ス
南極20周年に白癩を想う
村 山 雅 美
南 極 探 検 史 に・一際 日立 つ1911年,極点 をア ∠、ンセ ン と
ス コ ッ トとが 南 極 の氷 丁,iに争 っ てい た頃,そ こに,思 い
もか け ない 探 検隊 が い た。 折 りか ら,ア ム ンゼ ン を迎 え
に きて い た フ ラム号 に よ り,怪 しき船 影 と認 め られ た わ
が 【'関南 丸"が そ こに い た の だ。 関 南 丸 を訪 れ た フ ラム
号 船 長 を して,「 我 々で さえ,こ ん な船 では,ロ ス海 は
お ろか 途 中 ま で も到 底航 海 で きな い だ ろ う」 と野 村 船 長
を 褒 め た た え さ せ た の であ る。 ち ょ う どそ の時,白 癩 中
尉 ら5名 の突 進 隊 は,30頭 の 犬 ゾ リを駆 って,ロ ス 棚氷
を一 路 南 進 して い た の で あ っ た。9|二間 に約300㎞ を走
破 し,1912年1月28i|,156°37'W,80°05'S,標高305
mの 地 点 に 達 し,`!人和 雪 原"と命 名 した。 関 南 丸 は 進 路
を東 に と り,エ ドワ ー ド7世 半 島 付近 を探 検 した。 そ こ
は後 に ア メ リカによ り 【'白癩 海 岸"と 命 名 され て い る。
人 跡 未踏 の地 域 に足 跡 を残 した ば か りか,気 象 観 測,岩
石,.1.:}類,甲殻 類 の 資 料 採 集 な ど,今 口で もな か な か
の 業績 を残 した,日 本 最 初 の南 極 探 検 隊 は,54,000㎞の
航 海 の あ と,1912年6月に,東 京 芝 浦 港 に 帰 った の で あ
る。 南 極 観測 開始 に先 立 つ40数年 に 樹立 さ れ た 白旗 の 偉
業 を我 々は,胸 を張 って 誇 るべ き で あ る。
1898～99年に か け て ベ ル ジ力量 が,人 類 始 めて の 南 極
の 冬 を ビセ ッ トの ま ま切 り抜 け た の は,同 船 の一 等 航 海
士 で あ っ た ア ム ンゼ ン の 才量 に よ る 処 で あ った の と同
様,規 模 こそ小 な れ,そ の悲 惨 の 程 度 に お い て は較 ぶ ぺ
くも なか った,群 司大 尉 の 千島 越 冬は,白 癩 な くて は,
更 に 悲 惨 な結 末 とな った こ とは ま ち が い ない 。極 地 探 検
の第 一人 者 ア ム ンゼ ンのEl本版 と もい え る 白癩 は,幻 に
終 わ っ た とは い え,ア ム ン ゼ ン と同 じ頃,北 極 に おい て
も極 め て 野心 的 な探 検計 画 を立 て て い た ので あ る。
関 南 丸 の 南 極探 検 か ら10年,南 極 に1.1本の 領 土 を確 保
しようとした白癩は,商 船学校の練習船,`受大成丸"を南
極に向け,未 踏査の地域を探検し,領土宣言を企図 した
とい う。併わせて北に向っては,べ ー リング海峡から北
極点まで,人 の日にふれたことのない海域の探検を計画
したのである。そしてそのや り方が明治の人,白 癩なら
ではの雄大な飛行探検隊であった。しかも,これらの両
極探検は,単 なる夢物語 りではなく,ちゃんと1920年,
第43帝国議会に 『飛行機をもってする南北両極探検に要
する経費の一ド付ならびに飛行機及び船舶貸り・』を請願し
ているのだ。ちなみに飛行計画 としては,海 軍の水上飛
行機と陸.ヒ機を一機つつ配し,パイロソトとして白瀬知
海軍大尉(白 瀬の長男)を 当てている。大成丸と飛行機
を以って,南 極と北極にU本領を宣言しようとは誠に雄
大な意図ではないか。
南極観測の開始にあた り,マスコミに気違いじみたほ
ど取 りあげられたとき,朝 日講堂で数人の白癩隊員の話
を聞いたこともある。また,【'タロ,ジ ロ越冬隊"か ら
昭和基地を引き継いだとき,白癩の次女武子さんから,
預かった関南丸にかかげた南十字星の旗が,47年ぶ りに
南極の空にひるがえったのである。思えば,ど うい う訳
か探検家が根を'ドしに くい日本の土壌をよそに,今 南極
には,自瀬氷河,白 瀬海岸,開 南湾そして大隅湾の地名
を通 じ白癩の名は永遠に生きている。
芝㌻ 難 欝繍:{響
明治45年6月,開南丸帰朝祝賀会記念で
撮影された もの
(筆者:国 立極地研究所次長)
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宏
"ふ じ"を 飛 立
った シ コル ス キ ーヘ リコプ タ ーは 高度
を ぐん ぐん あ げ る。 氷 海 に ポ ツ ン と 浮 ぶ オ レン ジ色 の
ふ じの 船 体 は 見 る見 る遠 ざ か る。 白一 色 の氷 海 の な か
に,青 い 陰 を も った 氷 山 が 点 々 とア ク セ ン トをつ け て い
る。 南 極 の 空 は 抜 け る よ うな コバル トブ ルー 。
南 の 彼 方 に は 南極 氷 床 の 白 い斜 面 が 天 地 を隔 し,そ の
白 い 地平 線 は さ らに南 へ と延 び てい る。 薄 墨 色 の露 岩 が
海岸 線 に 点在 して い る。 南 方は るか に 黒 い 一点 が 見 え
る,20年 前,第1次 隊 が 大 機 を駆 り,登 頂 に成 功 した ポ
ツ ンヌ ー テ ン山 だ。 一 段 手 前 に低 い丘 陵性 の露 岩 の島 も
点在 して い る。 そ れ らの ひ とつ が昭 和 基 地 の あ る オ ング
ル島 な の だ。 薄 墨 色 の 岩 膚 が しだ い に茶 褐 色 に 変 るに つ
れ,ポ ツ ポ ツ と赤 ・青 ・黄 の 点 が見 え る。 昭 和 基 地 の 建
物 なの だ。
ヘ リコ プ ター は 基地 の上 空 に さ しか か る。 ブル ーの 四
角 な 建 物 は観 測 ロケ ッ トの組 立 調 整 室 で,そ れ に接 して
発 射 台 が 見 え る。 黄 色 の四 角 な建 物 は ロケ ッ ト本体 の貯
蔵 庫 。 オ レン ジ色 の球 状 の も のが2個 見 え る,1'オバQ"
と呼 ば れ る レー タ㌧ や ア ン テ ナの球 状 の カ バ ー が,四 角
な建 物 の なか に あ って 風 変 りだ。 岩 の－Lに黒 い マ ッ トを
敷 き,真 中に"H"の 字 の あ る一 角 はヘ リコプ タ ーの 発
着 場 で あ る。 機 は ロ ケ ッ ト発射 基地 を飛 び越 え て 【'昭和
市 街"へ と向 う。
赤 く塗 った 長 さ20mほ どの細 長 い建 物 が 数棟 見 え る。
何 れ も昭和 基 地 の －i三風 と平 行 に 北 東 に 向 い て い る。 こ れ
らの 建 物 を鉄 板 で作 っ た通 路 で つ な い で い る。 鉄 板張 り
の 四 角 な大 き な建 物 は 発 電 機 室,小 判 形 の 奇妙 な建 物 は
発 電 機 室 だ。 これ らの 零ミ昭和 中 心 街"の な か に,所 々 ペ
ンキ のは げ た 赤 茶 げ た 小 さな建 物 が見 え る。 何 れ も40㎡
ば か りの もの だ が,20年 前 の`t予備 観 測"の と きに 建 て
られ た もの だ。 中心 街 に接 して,屋 根 に 白い レー ダー ド
ー ム を乗 せ た 気 象観 測 棟 ,黄 色 の カマ ボ コ型 の作 業棟,
さ らに郊 外 とい っ た と こ ろに は100m2位の観 測 用 の建 物
や倉 庫 が点 在 して い る。 さ らに 北 に は,日 本 や 他 の観 測
基 地 との 連 絡 の た め の 送 信 所 や ア ンテ ナが 林 立 して い
る。 市 街 部 に も観 測 用 の ア ンテ ナ群 が 林 立 して い る。
これ らの 昭和 基 地 の建 物 は 約30,総床 面積 は約3,400㎡
に 達 す る。30名の越 冬隊 員 は1人 当 り約100㎡ の邸 宅 に
住 ん で い る とも云 え る。 ち な み に,大 型 雪 上 車 か ら小 型
バ イ ク まで 入 れ た 車 中爾は約1人1台 ,電 話 も1人1台 平
均 とい っ た とこ ろ で あ る。
想 い起 す と,昭 和 基 地 が 生 れ た の は20{F前の昭 和32年
1月29口20時57分(現地|1手間),永田武隊長,西 堀栄三
郎副隊長,松 本満次宗谷船長等が西オングル島の 「昭和
平」に.|:陸し,この付近一帯を昭和基地 と命名 し.たこと
に始まる。現在の昭和基地は小さな海峡で隔てられた東
オングル島の北岸にある。この予備観測と呼ばれた第1
次観測に参加 した筆者が始めて昭和基地を訪れたのは2
月15E{.つまり11人の越冬隊員を残 して宗谷が定着氷を
離れる日の深更であった。船側にあって荷物の送 り出し
に当っていて,一度 も昭和基地へ行ったことのない連中
を交えた 最後の氷 ヒ物資輸送であった。1月31[.1に現
在の昭和基地のある地点が正式に決定 し,翌2月1日 か
らの輸送と建設は昼夜兼行で続けられた。さきに述べた
ばかりの無線棟,居 住棟,本 屋棟と組立パイプにキャン
バスを張った発電棟 とが建てられた。白夜の季節 とはい
え,曇 天で,しか も真夜中とあっては,点在する建物が
いかにも薄ら寒 く見えたものだった。徹夜での昭和基地
訪問を終え帰船すると,第1次 越冬隊の成立式と送別式
で,雪 のちらちら舞 う中を氷縁で手を振る11人の越冬隊
員の姿は未だに忘れない。
村から市街地へ移った昭和基地では,第7次 による再
開後は恒久観測基地 としての業務が休むことな く続けら
れている。オーロラ,電離層,気 象,地 震,地 磁気,潮
汐といった,L|本の測候所などと同様の定常観測をはじ
め,高度の科学研究のための観測が数年継続 して司主点的
に行われている。とくに最近では,昨 年から始まった国
際磁気圏観測　(IMS:　Internatienal　Magnetospheric
Study)　に重点がおかれている。昭和基地での観測Pケ
ットをオーロラの中に打ち込むという困難な仕事をは じ
め,科 学衛星から電離層を通 して上方からの測定借りを
受信 したりしている。 とくに,地 磁気の子午線に 沿っ
て,基 地の南東約3GO　kmに設けられた"み ずほ観測拠
点"と の母子での同時観測は,オ ーロラを始めとする超
高層物理学の研究で大きな業績をあげている。
国際磁気圏観測の第2{F口にあたる昭和52年は,奇 し
くも昭和基地開設20年1.1であるeこ の良き年に当る第18
次観測隊では,三 角形の20周年記念バ ッジなどを作り,
隊員一同先人の築きあげてきた昭和基地でさらに輝かし
い歴史の一頁を加えるぺ く,大いに張切っている。
第1次隊の者には,現 在まで発展 した昭和基地の姿は
正に驚異である。今後の20年に昭和基地が一大都市に更
に発展するのか,他 に衛星都市が生れるのかは予測もつ
かないが,南 極鉱物資源とか南極海洋生物資源とかが問
題となっている折から,質的な変換に迫 られているよう
である。 ともあれ,20歳のIVf和基地を訪れることができ
て大いに嬉 しい。
(筆者:国 立極地研究所研究三}三幹,
第18次南極地域観測隊長)
18一
